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年 卒 在 年 卒 在 年 卒 在 年 卒 在 

明 治 3 62  42 51 263 17 18 103 

25 27  4 53 43 48 243 18 22 94 

26 25 5 39 44 48 223 19 21 88 

27 25 6 62 45 42 213 20 13 76 

28 42 7 72 46 39 200 21 16 71 

29 36 8 49 47 36 187 22 11 61 

30 40 9 63 48 31 175 23 11 62 

31 46 10 80 49 26 171 24 14 58 

32 52 11 63 50 35 173 25 9 54 

33 39 12 71 51 29 175 26 10 49 

34 65 13 61 52 29 171 27 8 51 

35 66 14 63 53 26 176 28 10 47 

36 50 15 51 54 29 176 29 5 46 

37 53 16 52 55 28 176 30 9 51 

38 62 17 51 56 37 174 令 和 

39 46 18 59 57 25 170 元 7 60 

40 46 19 69 58 33 182 2 13 58 

41  20 57 59 24 173 3 6 55 

42 28 21 77 60 30 190 4 8 56 

43 31 22 67 61 23 187 5 11 52 

44 41 23 80 62 35 187 6 19 47 

大 正 24 57 63 32 181 ※空欄は記録なし 

元 32  25 48 平 成 

2 34 26 48 元 27 176 

3 36 27 61 2 42 179 

4 44 28 64 3 30 160 

5 28 29 51 4 22 154 

6 45 30 55 5 30 156 

7 36 31 51 439 6 26 149 

8 52 32 50 448 7 30 140 

9 52 33 84 467 8 22 128 

10 57 34 77 439 9 26 123 

11 52 35 83 418 10 26 117 

12 63 36 83 380 11 23 109 

13 49 37 62 345 12 17 105 

14 66 38 71 331 13 16 112 

昭 和 39 56 305 14 17 117 

元 64  40 56 292 15 20 114 

2 52 41 48 275 16 20 109 

令和 平成 元
号 

三
年 

七
年 

元
年 

十
年 

十
九
年 

二
十
二
年 

二
十
九
年 

年 

二
〇
二
一 

二
〇
二
五 

一
九
八
九 

一
九
九
八 

二
〇
〇
七 

二
〇
一
〇 

二
〇
一
七 

西
暦 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
児
童
一
人
一
台
学
習
パ
ソ
コ
ン
の
配
備
と
活
用
開
始 

閉
校
記
念
式
典
挙
行 

プ
レ
イ
ル
ー
ム
竣
工 

新
設
プ
ー
ル
完
成
記
念
式
典 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
置 

「
村
君
地
区
英
語
村
推
進
地
域
事
業
」
協
力
校 

羽
生
市
学
校
運
営
協
議
会
設
置 

出
来
事 

昭和 大正 明治 元
号 

十
六
年 

二
十
二
年 

三
十
年 

  

三
十
三
年 

三
十
四
年 

三
十
七
年 

四
十
三
年 

四
十
八
年 

五
十
四
年 

五
十
五
年 

五
十
六
年 

五
十
七
年 

 

五
十
八
年 

 

二
年 

六
年 

 

二
十
二
年 

二
十
五
年 

二
十
六
年 

四
十
二
年 

 

年 

一
九
四
一 

一
九
四
七 

一
九
五
五 

  

一
九
五
八 

一
九
五
九 

一
九
六
二 

一
九
六
八 

一
九
七
三 

一
九
七
九 

一
九
八
十 

一
九
八
一 

一
九
八
二 

 

一
九
八
三 

 

一
九
一
三 

 

一
八
七
三 

 

一
八
八
九 

一
八
九
二 

一
八
九
三 

一
九
〇
九 

 

西
暦 

村
君
国
民
学
校
と
称
す 

村
君
村
立
村
君
小
学
校
と
改
称
し
、
高
等
科
は
分
離
し
て
村
君
中
学
校
と
な
る 

町
村
合
併
に
よ
り
三
田
ヶ
谷
村
・
村
君
村
が
廃
さ
れ
、 

千
代
田
村
が
設
置
さ
れ
、
校
名
を
千
代
田
村
立
村
君
小
学
校
と
改
称
す
る 

校
歌
制
定 

中
学
校
統
合
に
よ
り
村
君
中
学
校
校
舎
を
小
学
校
舎
に
転
用 

千
代
田
村
が
羽
生
市
に
編
入
さ
れ
羽
生
市
立
村
君
小
学
校
と
改
称
す 

新
校
舎
竣
工 

プ
ー
ル
竣
工 

体
育
館
竣
工 

校
章
制
定 

校
旗
制
定 

校
地
拡
張 

鉄
筋
二
階
建
て
竣
工 

校
庭
整
備
工
事
完
了 

校
庭
整
備
工
事
完
了 

正
門
改
修
工
事 

焼
却
炉
設
置 

 

埼
玉
県
知
事
よ
り
選
奨
せ
ら
る 

村
君
村
大
字
下
村
君
永
明
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
、
村
君
学
校
と
称
す   

児
童
数
七
十
一
名
（
男
六
十
三 

女
八
）
教
員
四
名 

村
君
村
立
村
君
小
学
校
と
改
称 

村
君
尋
常
小
学
校
と
称
す 

仮
校
舎
を
増
築
す
る 

本
校
舎
を
竣
工
す
る 

高
等
科
を
併
設 

校
訓
「
自
彊
不
息
」
制
定 

 

出
来
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【村君小学校 校章】 

花はみのり豊かな村君の自然をあらわし、５枚の花びらは、上

村君、下村君、堤、名、常木の五つの地域を表しています。 

未来に向かって力強く伸びる児童を中心に、親と教師ががっちり

と手を取り合って見守っているようすを１５本のおしべ、めしべで

示し、縁の中の白抜きの文字は天（自然）地（五地区）人（住民、

親、子、教師）の和の中で生き生き発展する村君小学校の姿を願っ

ています。 

【村君小学校キャラクター カブトン】 

平成１９年、村君の自然を表すキャラクターを作りたいと、村君

小学校の職員の発案で「カブトン」が作り出されました。職員の知

人に頼んでデザインを考えてもらい、児童と教職員に名前を募集し、

応募のあった４５種類の名前の中から「カブトン」と決まりました。

胸の「四つ葉」は村君小学校でよく見つけられる「四つ葉のクロー

バー」、手にもった「リンゴ」は校内にある果樹を表しています。 

【村君小学校キャラクター むら君】 

平成２３年に作られたキャラクターです。子どもたちからデザイン

を募集し、１１点のデザインから児童・保護者の投票により決定しまし

た。 

《「むら君」の設定》 

・男の子 ・年れいは８さい   

・永明寺古墳に、今からおよそ１５００年前にうめられた 

・古代の服を着ている ・カブトンより前に生まれた 

【学校教育目標】 

知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子どもの育成 

進んで学ぶ子・心豊かな子・明るくたくましい子 

【校訓】 

自彊不息（じきょうやまず） 

村
君
尋
常
小
学
校
校
歌
（
昭
和
二
十
年
前
） 

 
１ 
流
れ
つ
き
せ
ぬ
利
根
川
の 

水
に
う
る
ほ
ふ
村
君
や 

   
い
し
ず
え
高
く
つ
き
な
し
て 

わ
が
学
校
は
そ
び
え
た
り 

 

２ 

見
よ
竿
頭
の
校
訓
旗 

自
彊
不
息
の
旗
風
に 

 
 

村
の
内
外
お
し
な
べ
て 

な
び
か
ぬ
隈
の
あ
ら
め
や
も 

 

３ 

其
の
名
も
高
き
自
彊
山 

如
何
な
る
難
き
業
に
て
も 

 
 

石
う
つ
雨
の
そ
れ
の
ご
と 

彊
め
て
成
ら
ぬ
事
は
な
し 

 

４ 

牛
の
歩
み
の
お
そ
く
と
も 

遂
に
千
里
の
末
見
ん
と 

 
 

布
引
き
か
け
て
面
白
の 

不
息
の
瀧
は
教
ゆ
な
り 

 

５ 

浮
世
の
ち
り
に
く
も
り
に
し 

人
の
心
も
澄
み
渡
る 

 
 

鏡
の
池
に
た
ぐ
ひ
つ
つ 

渡
れ
ば
清
し
誠
心
橋 

 

６ 

橋
の
上
よ
り
眺
む
れ
ば 

自
彊
不
息
の
誠
心
の 

 
 

池
の
鏡
に
て
り
栄
え
て 

神
の
心
に
か
よ
う
な
り 

 

７ 

梅
松
楓
藤
あ
や
め 

皆
と
り
ど
り
に
お
の
が
じ
し 

 
 

色
香
を
競
う
恢
弘
園 

四
季
の
お
も
む
き
お
も
し
ろ 

 

８ 

人
も
草
木
の
茂
る
ご
と 

自
彊
不
息
の
心
も
て 

 
 

お
の
が
知
徳
を
み
が
き
つ 

そ
の
園
の
名
に
も
と
ら
じ
な 

 

９ 

学
舎
い
で
て
後
も
な
ほ 

校
訓
の
ま
ま
に
い
そ
し
み
て 

 

村
君
小
学
校
校
歌
（
昭
和
三
十
年
） 

 

宮
澤 

章
二 

作
詞 

 
 

下
総 

皖
一 

作
曲 

 
 

 

１ 

鳥
が
呼
ぶ
よ
ぶ 

 

村
君
の 

水
の
子 

土
の
子 

光
の
子 

今
日
も
た
の
し
く 

教
室
に 

机
並
べ
た 

朝
の
笑
顔 

 

２ 

風
が
呼
ぶ
よ
ぶ 

 

村
君
の 

花
の
子 

草
の
子 

丈
夫
な
子 

伸
び
て
そ
ろ
っ
て 

日
に
や
け
て 

力
あ
ふ
れ
る 

広
い
胸
よ 

 

３ 

星
が
呼
ぶ
よ
ぶ 

 

村
君
の 

麦
の
子 

 

稲
の
子 

 

実
り
の
子 

磨
く
心
も  

輝
い
て 

明
日
が
明
る
い 

 

利
根
の
畔 

 

４ 

さ
け
を
呼
ぶ
よ
ぶ 

 

村
君
の 

流
れ
も 

歌
う
よ 

愛
の
歌 

さ
け
よ
大
き
く 

育
っ
た
ら 

帰
れ
ふ
る
さ
と 

忘
れ
な
い
で 

 

 


